
平塚市青少年問題協議会委嘱式及び令和４年度第１回全体会議  会議録 

日  時  令和４年８月２５日（木）  

午後１時３０分～３時００分  

場  所  青少年会館２階  集会室  

出席者  委員２２人  

幹事１７人（委員兼務１人）  

    傍聴者０人  

欠席者  委員  ２人  

 

１ 開会 

 【事務局】  

 

２ 委嘱式 

 【市長】  

新型コロナ感染症感染対策のため、代表 1 名に委嘱状を交付した。  

 【事務局】  

  ・その他の方は机上に委嘱状を配置し、委嘱状を交付した。  

・欠席委員については、後日、事務局が対応することとした。  

 

３ 挨拶（市長） 

 【市長】 

  ・出席の御礼  

  ・新型コロナ禍での市の行事や青少年課の事業について  

  ・本日の議題説明  

 

４ 自己紹介  

【委員】 

  ・自席から自己紹介を行った。  

【事務局】  

・庁外および幹事を紹介した。  

５ 議事 

 【事務局】  

  ・過半数の委員出席による会議成立の報告  

・会議資料の確認  

・青少年問題協議会委員の説明・・・【資料１】  

 

（１） 協議事項  

ア 副会長の選出について  

 【事務局】  

平塚市青少年問題協議会条例第３条第３項に基づき、副会長を２人選任したい。 

選任にあたり、推薦や意見があるか確認。  

 ≪推薦・意見等なし≫ 

事務局案として、田中委員及び高橋委員にお願いしたい。  

 ≪承認≫  

 



≪田中委員及び高橋委員、副会長席に移動。議事進行を田中副会長に移す。≫ 

イ 専門部会の構成について・・・【資料２】 

【事務局】  

青少年育成部会、青少年指導相談部会、青少年育成施設部会の３つの専門部会

において、委員の所属する専門部会、各部会長及び副部会長の選任について御審

議いただきたい。  

なお、事務局案としては、次のとおりお願いしたい。  

青少年育成部会  ：部会長  相馬委員、副部会長  村田委員  

青少年指導相談部会：部会長  岩田委員、副部会長  井出委員  

青少年育成施設部会：部会長  鈴木委員、副部会長  土谷委員  

【田中副会長】  

拍手による賛成多数により承認する。  

ウ  神奈川県青少年育成活動推進者表彰及び平塚市青少年健全育成功労者表彰の

審査委員の選出について・・・【資料３－１、３－２】 

エ 少年の主張作文コンクール（小学生の部、中学生の部）審査員の選出について 

・・・【資料４－１、４－２】 

【事務局】  

当協議会から、「ウ」に４人、「エ」の小学生の部に３人、中学生の部に３人の

合計６人の審査委員を選出していただきたい。 

【田中副会長】  

選任にあたり、推薦や意見があるか確認。  

≪推薦・意見等なし≫  

【事務局】  

事務局案としては、次のとおりお願いしたい。 

     ウ：岩田委員、鈴木委員、高橋委員、津田委員 

エ：（小学生の部）白井委員、黒田委員、村田委員 

  （中学生の部）牧野委員、相馬委員、片野委員 

【田中副会長】  

拍手による賛成多数により承認する。  

 

オ 令和３年度青少年育成事業報告について  

・・・【「ひらつか青少年そのすがたと動き」、資料５】 

【幹事】  

資料に基づき、令和３年度青少年育成事業を報告する。  

①青少年課②文化・交流課③人権・男女共同参画課④保育課⑤こども家庭課

⑥教育指導課⑦子ども教育相談センター⑧社会教育課⑨中央公民館⑩スポ

ーツ課⑪中央図書館⑫博物館⑬美術館⑭平塚警察署  

 ≪質疑応答≫  

 【A 委員】 

  ・令和４年成人式は従来に比べ、整然としており、成人として話を聞く場とな

って良かった。今後もお願いしたい。  

  ・子ども大会については昨年度すべて中止であったが、今年は６月に開催でき



た地区があった。コロナ禍で子どもたちの認識が変わってきている。人との触れ

合いがないため、人と集まることを怖がっている。触れ合う機会を設けることが

大切。 

 【B 委員】 

  ・相模小学校は新設校で新しい校舎で、教師も児童も楽しく過ごせている。  

  ・クラスの配置を多学年が隣り合わせになるようにして仲間意識を育んでいる。 

 【C 委員】 

  ・青少年補導員はコロナ禍も変わらずに愛護指導を行ってきた。  

  ・以前はたばこや地べた座りの声掛けが多かったが、今は子どもが外にいなく、

自転車の声掛けが多くなっている。活動方法を変えていく必要があるのかもしれ

ない。 

 【D 委員】 

  ・色んな事が分かって良かった。小学校が変わって魅力的に感じた。  

 【事務局】  

  ・はたちのつどい（旧：成人式）については予算があるので、実現できるか分

からないが、ひらつか文化芸術ホールでできるか協議していく。  

  ・子ども大会については、コロナ禍のため新しい行事の開催方法を見つけられ、

新しい見方を見つけるきっかけとなった。  

 【A 委員】 

  ・最後に嬉しかったことがある。子ども大会の際、子どもたちが先生に笑顔で

近づいていった。先生が日中の心の支えだと感じた。子どもたちと触れ合う時間

を増やせるといいなと思う。  

カ その他 

【事務局】  

次の３点について事務連絡。  

・「令和５年はたちのつどい」の日程について 

令和５年１月９日（月・祝）トッケイセキュリティ平塚総合体育館   

来賓の出席は見送ることとなった。  

・本年度の各専門部会の開催については、別途、事務局から通知する。 

・先ほど御選任いただいた「イ」、「ウ」の審査委員におかれましては、会議終

了後、審査日程等を調整させていただきたい。  

 

６ 閉会 

 【事務局】  

以 上 


